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概  要 

ソフトウェア開発では，要求仕様書，設計書などの多様な文書を作成する．文

書の品質が低いと，問合せの時間や費用などのコストがかかり，生産性が低下

する．文書作成能力を高めることにより，生産性を高める．さらに，文書化に

より，思考が整理され，設計などを深く考える効果が期待できる．そこで，明

晰に伝わる文書作成力を高めるための教育をする． 

従来技術・ 

競合技術 

との比較 

（優位性） 

テクニカルライティングなど，広く適用可能な文書技術教育は数多く提供され

ているが，内容が一般的であるので，技術者には自分の活動に適用することが

求められる．そこで，実際の活動で作成した文書を用いるなど，技術者に適す

る教材を作成することで，自らの活動に速やかに適用することが期待できる． 

本技術の 

有用性 

実際に開発で書いた文書など，現場での活動に近い教材に取り組む．これによ

り，実際に開発で作成する文書の品質を向上させることに，速やかに開発現場

の活動に寄与することが期待できる． 

関連情報 

（図・表・写真等） 

 

 

適用可能製品 
知的生産活動全般における文書作成に適用できる．そのなかでも，ソフトウェア

開発に関係する文書を対象にした取り組みに，特に力を入れている． 
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実際の開発で作成したソフトウェア開発

文書を基に作成した，演習問題の例を左

図に示す．文書に含まれる問題点を抜き

出し，問題点を解説して，修正例や改善

例を紹介する． 

そのほか，グループ演習で取り組むこと

ができるテーマの教育プログラムを実施

することもできる， 

 


